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平成21 年度 地域流通モデル構築支援事業 

（商店街活性化タイプ） 

モデル実証事業報告書 

 

（事業名）地場産品が集まる「黒船市場」の展開による 

商店街の活性化 

 

（事業実施地区）神奈川県横須賀市久里浜 

 

 

（事業申請者）久里浜仲通り商店街振興組合 

 



 214

第１章 事業の目的、特徴 

１．事業目的 

地元の久里浜（横須賀市）並びに三浦半島にある青果物等の魅力ある資源を活用して、商店街への

来客数を増やし、直近にある量販店（イオン）との共存共栄関係を強化し、活気ある地域とするため

に、以下を主な目的として事業に取組んだ。 

 

（1）新鮮で美味しい地場産品（青果物、水産物、精肉等）をお客様に提供できる商店街とする。 

   ⇒地場産品が豊富な商店街となるために、地場産品の品揃え力をアップする。 

（2）ペリー上陸の地に因み、商店街を「黒船市場」として、お客様に認知されるようにし、そのシ

ンボルとして、さまざまな地場産品を活用する。 

   ⇒久里浜仲通り商店街 ＝ 黒船市場 ＝ 地場産品のある商店街 

（3）三浦半島の南端に位置する商店街として、横浜市や横須賀市の中心部の商業集積地域との厳し

い地域間競争に打ち勝つために、地場産品を活用した魅力ある品揃えを実現する。 

   ⇒久里浜に消費者が留まる。久里浜には消費者を満足させる品揃えがある。 

（4）商店街全体の取組みとする。 

   ⇒情報発信拠点を商店街全体で活用し、また、量販店との連携強化にもつなげる。 

（5）地場生産者等との連携を進め、地域の活性化を図る。 

   ⇒地場には、三浦大根、三浦キャベツ、三浦南瓜等の全国的に有名な産品の他に水産物、豚肉

等の活用可能な豊富な資源がある。 

 

２．現状 

 （1）久里浜仲通り商店街振興組合は、現在、「久里浜黒船仲通り商店街」という愛称を付け活動を行

っている。 

 （2）久里浜黒船仲通り商店街は、神奈川県横須賀市久里浜に有り、京浜急行久里浜駅から直ぐの所

にある。また、近くには、JR 横須賀線久里浜駅もある。 

 （3）久里浜黒船仲通り商店街には約 50 店のさまざまな業種の店舗があり、そのうち青果店 3 店舗、

鮮魚店 3店舗、精肉店 2店舗と生鮮 3品が揃うアーケード型の商店街である。 

（4）京浜急行久里浜駅ビル内に食品 SM の京急ストアがある。また、商店街に隣接してイオン横須賀

久里浜 SC（17,000 ㎡）があり、GMS のジャスコが核店舗となっている。 

（5）なお、イオンとは協力関係にあり、共同でチラシの配布やイベントの開催等を行なっている。 

（6）商店街でイオンの電子マネー「WAON（ワオン）」が使え、この取り組みは全国初と言われている。 

 

３．課題 

（1）三浦半島の南端にあり、地域内競争のほか、横須賀市中心部や横浜市といった都市との地域間

競争が厳しい状況にあり、お客様を他地域に行かせない取組みが必要とされている。 

（2）商店街への来客数は、約 20 年前に比べ半減している。 

（3）地域的にみると、イオン SC や久里浜駅のショッピングビルの集客力により増加しているが、商

店街は素通りされることが多く、お客が商店街に留まらない現実もある。 

（4）シャッター通り化は進んでいない方だが、店舗の入れ替わりは多い状況にある。 

（5）多くの店舗では経営状況が厳しく、家族労働が多くなっているため、労働負担が非常に大きく

なっている。 

（6）閉店の理由の一つとしては、店主の高齢化、跡継がいない等がある。 
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４．事業の特徴 

（1）取組事業の特徴 

①地場産品として、新たに地元の生産者グループから仕入れる青果物に加え、水産物や精肉等を利

用した加工品、惣菜、菓子等を品揃えした。 

 

 ②さまざまな地場産品がある商店街を「黒船市場」として、新鮮で美味しく、活気が あふれ、楽

しい商店街とすることを目指した。 

・「黒船市場」は、地場の豊かな野菜や魚介類等が新鮮なままで提供する。 

・「黒船市場」は、地場産品等の新鮮な食材を利用した出来たての惣菜等提供する。 

・「黒船市場」には、ここにしかない商品がある。 

 

③青果店の一部を改装して新たに地場産品のメイン売場である「久里浜黒船産直市場」（常設売場）

を設置した。 

・場所：新鮮屋ヨシダ本店内（青果店） 

・商品：地場産の青果物、加工品等 

・特徴：地場産青果物以外に、各店の地場産品等情報も発信。 

 

④新たに各店舗における地場産品を「黒船市場の地場産品」として販売した。 

・各店の地場産品および地場産の食材を活用した惣菜等。 

・メイン売場「久里浜黒船産直市場」と各店舗との連携により、商店街における面的な取組みと

した。 

 

⑤黒船をキーワードに新商品開発を行い「黒船市場のブランド品」として販売した。 

・「黒船」がイメージできる商品を考案する。 

・ここにしかない商品を創作して販売する。 

  ◎新商品（例） 

    黒船チキン（からあげ）：江戸屋牛肉店 

    黒船焼き（大判焼き）、黒船ドーナツ：パンの木 

    銘茶黒船、自家焙煎コーヒー黒船マイルド：はしもと茶補 等 

 

⑥月に 2回（基本：15 日と月末の金曜と土曜）開催される商店街の特売である戸板市（といたいち）

を活用して、「久里浜黒船産直市場」のセールを行った。 

・地場産品等の魅力をアピールして販売強化するために試食販売を行った。 

・「久里浜黒船産直市場」に集客を増やして知名度アップにつなげた。 

・常設販売とセールによる相乗効果により、取組みにメリハリをつけた。 
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（2）実施体制の特徴等 

①商店街全体の取組みである。（次のような段階により取組んでいる。） 

 ⇒主要メンバーによる基礎作り → メンバーの拡大（参加店の増加） 

  → 商店街全体の意識改革 

②新たに設置した「久里浜黒船産直市場」には、青果店の地場産品だけではなく、精肉店、鮮魚店、

乾物店等が選んだ地場産品等の販売を行った。 

 ⇒久里浜黒船産直市場の売場には、商店街内の各店の目利きにより品揃えを行った。 

③青果物は、新たに地元生産者グループから仕入れを行った。 

 ⇒地元生産者と商店街の連携により親密なコミュニケーションを図った。 

④商店街振興に詳しい中小企業診断士の佐藤卓氏（アイ・コンサルティング協同組合理事）を迎え、

事業進行や取組内容、効果分析、今後の方向等の総合的な支援を受けた。 ⇒商店街全体での取

組方向を検討し取組みを進めた。 

 

（3）安全・安心への留意点 

①産地、生産者、こだわり等を表記等により伝えた。 

②産地等の表記にあたっては、共通 POP を活用した。 

③地場産品は鮮度が最も大切であると考え、当日売り切りを強化した。 

④対面販売の良さである店員からの情報提供を強化した。 

   ⇒「久里浜黒船産直市場」から各店舗への誘導を図った。 

     （産直市場の情報強化を各店で補った。） 
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第２章 事業実施報告書 
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   ２．事業評価 

※本事業での仕入先、主な仕入れ品目は以下の通りである。 

仕入先 主な品目 

①河田農園（農家） 大根、キャベツ、白菜、人参、かぶ、ほうれん草、小松菜、長ネ

ギ、分葱（わけぎ）、ブロッコリ 

②山田孝之（農家） キャベツ、大根、人参、トマト 

③あほうどり（民宿） 三浦産野菜の漬物、三浦産野菜のプリン、マグロ角煮、マグロそ

ぼろ、マグロ味噌 

④長谷川農園（農家） 大根 

⑤湊魚問屋 三崎冷凍マグロ 

⑥はしもと茶屋 海産物（ワカメ、ヒジキ、コンブ）、茶 

⑦江戸屋 県内産豚肉 

⑧妙宝水産 干物 

 

(1)販売状況 

事業評価のために、事業目標を以下のように定め実施した。吉田商店本店の直売上高の約

10％アップを目標としたが、結果は 7％アップとなった。なお、久里浜黒船産直市場における

参加店の売上高をプラスすると目標値となった。 
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第３章 今後の課題 

 

 


